
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.290

月号2005  February2月号

輝かしい門出の新成人　明日への飛躍が期待されます

晴れて大人の仲間入り

平成17年成人式



佐
藤
泰
子

二
十
歳
を
迎
え
て
、
ま
ず
思
っ
た
の
は

「
二
十
代
」
と
い
う
響
き
が
嫌
だ
と
い
う

事
で
し
た
。
今
年
は
も
う
二
十
一
歳
に
な

っ
て
し
ま
う
し
、
こ
れ
か
ら
は
あ
っ
と
い

う
ま
に
過
ぎ
て
い
く
ん
だ
と
思
う
の
で
、

毎
日
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
も
う
大
人
な
の
で
大
人
ら
し
く

し
っ
か
り
し
た
い
で
す
。
ま
ず
就
職
し
て

自
立
し
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
の
で
、
就
職

活
動
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
今
は
専
門
学
校
の
二

年
生
で
今
年
卒
業
な
の
で
就
職
活
動
中
で

す
。

蓬
莱
賢
人

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
日
本
大
学
で
ラ
グ
ビ

ー
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

山
口
絵
美
子

成
人
式
を
迎
え
思
う
事
は
、
こ
れ
か
ら

は
立
派
な
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
事
で
す
。

今
ま
で
の
私
は
周
り
の
人
に
頼
っ
て
ば

か
り
で
迷
惑
を
か
け
る
事
も
多
か
っ
た
の

平成17年２月１日（２）

一
月
九
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
道

志
村
成
人
式
が
行
わ
れ
、
ス

ー
ツ
や
あ
で
や
か
な
晴
れ
着

で
着
飾
っ
た
新
成
人
十
六
名

と
来
賓
の
方
々
を
迎
え
、
厳

粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
佐
藤
村
長

の
式
辞
を
は
じ
め
、
来
賓
の

方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お

祝
の
言
葉
が
述
べ
ら
ま
し

た
。ま

た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
山
口
絵
美
子
さ
ん
よ
り
、

力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
、
祝

福
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

二十歳を迎えて抱負を一言

二
十
歳
を
迎
え
て

「
こ
れ
か
ら
の
抱
負
」
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
で
は
な
く
自

分
に
責
任
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。近

況
報
告
・
・
・
美
容
専
門
学
校
へ
通

っ
て
い
ま
す
。

祝 
成
人
お
め
で
と
う

成
人
お
め
で
と
う 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

ざ
い
ま
す 
祝 
成
人
お
め
で
と
う 

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

誓いの言葉を述べる山口絵美子さん誓いの言葉を述べる山口絵美子さん 誓いの言葉を述べる山口絵美子さん 

明
日
を
担
う
新
成
人
の
御
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。



（３）

二十歳を迎えて抱負を一言

菅
谷
寿
美

二
十
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
色
々

と
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
に

感
謝
し
つ
つ
、
今
ま
で
と
同
様
に
周
囲
の

人
達
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
自
分
の
や
る
べ
き
事
を
大
切

に
是
か
ら
色
々
と
学
ん
で
い
き
た
い
で

す
。近

況
報
告
・
・
・
祖
母
の
面
倒
を
見
て

い
ま
す
。

村
田
美
香

二
十
歳
と
い
う
す
ご
く
大
人
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
二
十
歳
を
迎

え
た
今
の
自
分
は
ま
だ
ま
だ
子
供
だ
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
、
世
間
で
は
罪
を
犯
せ

ば
名
前
が
出
る
な
ど
、
未
成
年
で
は
な
く

な
る
成
人
と
い
う
重
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
重
さ
を
思
い
出
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
前

よ
り
も
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
が
起
こ
る
と

思
い
ま
す
。
二
十
歳
と
い
う
の
は
ま
だ
通

過
点
で
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
後

悔
し
な
い
よ
う
に
自
分
ら
し
く
マ
イ
ペ
ー

ス
で
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
専
門
学
校
を
今
年
卒

業
な
の
で
、
今
就
職
活
動
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

杉
本
早
穂

二
十
歳
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
学
生
の

身
で
あ
る
た
め
、
成
人
し
た
と
い
う
実
感

は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
は
、
と
に
か
く

夢
に
向
っ
て
前
進
す
る
の
み
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
何
事
も
前
向
き
に
自
分
な
り

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
ま
で
私
を
育
て
、
見
守
っ
て
く

れ
た
家
族
、
支
え
て
く
れ
た
人
達
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
学
生
で
す
。

佐
藤
秀
紀

今
日
成
人
式
を
迎
え
て
二
十
年
間
と
い

う
月
日
は
、
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
事
が
あ
り
、
人
の

何
倍
も
の
経
験
を
し
て
、
今
日
と
い
う
日

を
迎
え
る
事
が
で
き
た
の
は
、
周
り
の
皆

さ
ん
や
両
親
の
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て

ガ
ン
バ
ッ
テ
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
轟
土
建
で
ガ
ン
バ
ッ

テ
い
ま
す
。

前
田
あ
ゆ
み

（
旧
姓：

杉
本
）

こ
う
し
て
二
十
歳
を
迎
え
る
事
が
出
来

た
事
、
又
こ
の
姿
を
両
親
に
見
せ
る
事
が

出
来
た
事
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
、
結
婚
す
る
と
言
っ
た

私
を
許
し
、見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
両
親
、

家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
人

一
倍
、
迷
惑
や
面
倒
を
か
け
て
き
た
私
で

す
が
、
二
十
歳
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
そ

ん
な
両
親
に
少
し
で
も
親
孝
行
、
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
私
を
育
て
て

く
れ
た
母
の
様
に
優
し
く
大
き
な
人
間
、

又
い
つ
か
は
母
親
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

佐
藤
雅
俊

二
十
歳
を
迎
え
、
大
人
と
し
て
の
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

は
多
く
の
信
頼
で
き
る
友
達
に
か
こ
ま
れ

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
学
校
を
卒
業
し
、
社
会
に
出
た
ら
楽

し
い
事
よ
り
つ
ら
い
事
や
苦
し
い
事
の
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
意
志
を

持
ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず
周
り
の
状
況
を
判

断
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告
・
・
・
大
学
在
学
中
。

友達とのスナップ



平成17年２月１日（４）

一
月
十
日
、
道
志
村
中
学
校
屋
内
体
育

館
に
お
い
て
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
村
長
を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
祝
辞
と
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
対
し
功
績
が
認
め

ら
れ
た
団
員
表
彰
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
消
防
団
の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
賞

長
田
門
昭

乙
種
功
労
賞

山
口
　
亮
、
佐
藤
茂
栄
、
菅
谷
一
臣
、

佐
藤
雅
彦
、
出
羽
達
彦
、
佐
藤
豊
明

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

支
部
長
表
彰

山
口
忠
雄
、
志
村
真
樹
、
志
村
　
茂
、

佐
藤
敬
章
、
水
越
一
樹

山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
長
表
彰

消
防
功
労
者

佐
藤
義
治
、
杉
本
秀
久

都
留
警
察
署
長
及
び

山
梨
県
防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

山
口
　
亮
、
佐
藤
福
治
、
山
口
孝
俊
、

平
賀
恵
春
、
佐
藤
進
次

道
志
村
長
表
彰

功
労
章
（
二
十
五
年
勤
続
）

佐
藤
義
治
、
出
羽
英
俊

道
志
村
消
防
団
長
表
彰

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
勤
続
）

池
谷
高
明
、
佐
藤
久
嗣
、
佐
藤
　
淳
、

山
口
　
元
、
山
本
義
信
、
杉
本
明
美
、

山
口
晃
司
、
佐
藤
正
男
、
諏
訪
本
栄
、

菅
谷
一
臣
、
佐
藤
一
彦
、
佐
藤
孝
昭
、

佐
藤
勇
二
、
佐
藤
雅
彦
、
杉
本
正
勝

勤
続
章
（
十
五
年
勤
続
）

築
地
文
博

優
良
章
（
十
年
勤
続
）

山
口
雄
一
、
村
田
貢
一
、
出
羽
　
修
、

平
賀
夏
喜
、
杉
本
真
一
、
池
谷
忠
久
、

水
越
久
敬
、
水
越
　
勉
、
水
越
　
寛
、

水
越
好
浩

精
勤
章
（
三
年
勤
続
）

出
羽
勝
頼
、
出
羽
正
広
、
村
田
隆
洋
、

佐
藤
稿
一
、
佐
藤
健
太
郎
、
長
田
篤
司
、

水
越
　
実
、
水
越
一
博

平
成
十
六
年
度
　
新
入
団
員

寶
　
譲
二
、
大
田
成
夫
、
大
田
大
輔
、

長
田
光
守
、
佐
藤
尚
樹
、
小
林
真
次
、

佐
藤
一
光
、
佐
藤
淳
三
郎
、
佐
藤
　
淳
、

佐
藤
和
樹
、
山
口
大
介
、
佐
藤
尚
之

表

彰

平
成
十
七
年

道
志
村
消
防
団
出
初
式

団期に注目

団　長　表　彰

消防団員の整列



（５）

第
十
九
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走

る
道
志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八

海
駅
伝
競
走
大
会
が
一
月
九
日
、
道

志
村
役
場
前
に
お
い
て
開
会
式
が
行

わ
れ
、
南
都
留
陸
上
競
技
協
会
、
流

石
会
長
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
道
志
村

長
、
教
育
委
員
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て

都
留
第
二
中
学
校
の
都
倉
選
手
が
力

強
い
宣
誓
を
行
い
、
午
前
十
時
に
役

場
前
を
佐
藤
村
長
の
号
砲
の
合
図
に

よ
り
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。一

般
、
壮
年
、
中
学
な
ど
の
部
門

で
忍
野
村
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
五

区
間
で
競
い
ま
し
た
。

沿
道
で
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通
り

で
す
。

優
　
勝

▼
一
般
男
子
　
北
富
士
自
衛
隊

▼
一
般
女
子
　
桂
高
等
学
校
陸
上
部
　

▼
中
学
男
子
　
都
留
第
二
中
学
校
(Ａ)

▼
中
学
女
子
　
都
留
第
二
中
学
校
　

道
志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海

駅

伝

競

走

大

会

公益信託道志水源基金募集要項
１，助成対象者及び応募資格

山梨県南都留郡道志村内において営利を目的とする事業を行わない法人又は団体とする。

（活動を行うにあたり対価を求めない団体）

２，助成対象事業

①道志村における自然環境の保全活動及び整備活動に対する助成金の給付

・森林に関する活動・道志川に関する活動・環境汚染防止活動・啓発活動

②道志村民の生活基盤向上に資する活動に対する助成金の給付

・総合的な企画、活動・観光イベントの企画、活動・観光資源の発掘と整備・伝統芸能

及び伝統技術の保存と維持活動・生活基盤の整備活動・産業振興活動

３，助成金の総額　本年度の助成金総額は1,350万円の予定。

４，応　募　方　法　当基金所定の「助成金支給申請書及び事業計画書」に必要事項を記入し、所

定の期日までに当基金に提出する。

５，応 募 期 限　平成17年3月31日 (木）

６，選考の方法　公益信託道志水源基金運営委員会の審議により、受給者及び助成金額を決定

する。

７，助成金の給付　平成17年6月以降に受給者に対し、銀行振込により給付する。

８，報告書の提出　受給者は、助成の対象となった事項に係わる報告書を当基金に提出する。

９，募集の窓口　道志村役場道志水源基金事務局 (担当 佐藤） TEL 0554 (52) 2112 内線116・117

三菱信託銀行個人資産相談部公益信託グループ (山田）

TEL 03 (3212) 1211 内線・3373

10，申請書提出先　〒402-0209 山梨県南都留郡道志村6181-1 道志村役場　道志水源基金事務局

平成17年度

選手宣誓　都倉選手 (都留第二中）役場前を一斉にスタート


